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研究分野紹介
――各分野で世界をリードする
　　　　　　　　3部門1研究部の活動――

機能分子研究部門

人工臓器素材や人工臓器に用いられる生体機能分子を創製する
メディシナルケミストリー分野　   玉村 啓和教授

分子設計分野　　　　　　　　   平野 智也准教授

分子制御分野　　　　　　　　   岸田 晶夫教授

バイオセンサー分野（客員分野）　　　　　　 

素材研究部門

人工臓器素材や生体機能の代替材料を創造する
金属材料分野　　　　　　　　　塙　 隆夫教授

無機材料分野　　　　　　　　　山下 仁大教授

有機材料分野　　　　　　　　　由井 伸彦教授

生体材料物性分野（外国人客員分野）　　　　　　　

疾患生命科学研究部

疾患研究と生命科学研究の融合領域のポストゲノム研究を推進する
薬化学分野　　　　　　　　　　影近 弘之教授

ケミカルバイオロジー分野　　　 細谷 孝充教授

生命システムモデリング分野　　 福岡　 豊准教授

システム研究部門

機能分子や人工臓器素材を利用して未来型人工臓器を開発する
バイオデザイン分野　　　　　 　高久田 和夫教授

情報分野　　　　　　　　　　　安田 賢二教授

計測分野　　　　　　　　　　　三林 浩二教授

制御分野　　　　　　　　　　　宮原 裕二教授

生体システム分野　　　　　　　高谷 節雄教授
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1986（昭和61）年一橋大学法学部卒業後、セイコーエプソンに入社。1997（平
成9）年医療機器ベンチャーのサンメディカル技術研究所に転職。2003（平成15）
年開発部長、2006（平成18）年取締役などを経て、2009（平成21）年から同社
専務取締役。

株式会社サンメディカル技術研究所

専務取締役　牛山博之

　サンメディカル技術研究所は、東京女
子医科大学心臓血管外科の山崎健二医
師が考案した補助人工心臓の実用化を
目的に、1991年に設立した医療機器開
発ベンチャーです。20年の開発期間を
経て2010年12月、植込み型補助人工
心臓『EVAHEART（エヴァハート）』が
厚生労働省から製造販売承認を取得し
ました。
　本製品の特長は、心臓移植以外に救
命が困難な末期重症心不全患者の血液
循環を改善維持する機能を有している点。
世界的にも救命が困難な症状の患者に
対して、長期間（5年以上）の血液循環を
改善維持できる人工心臓の開発が切望
されてきました。また、人工心臓はポンプ
停止が直ちに死亡をもたらす恐れがある
ため、故障リスクの低減が常に求められ
ています。
　1997年以来、当社の人工心臓開発は
科学技術振興事業団開発委託案件に

採択されていました。MPCポリマー技術
と出合ったのは2000年4月のこと。科
学技術振興事業団開発業務部から「人
工心臓開発で何か解決したい課題で
困っていることはないですか」と尋ねら
れたことがきっかけです。
　その頃、血液ポンプにおける抗血栓
性処理法で採用を検討していたダイヤモ
ンドライクカーボンコーティングからあまり
有意な効果が得られないと分かったば
かりだったこともあり、早速相談しまし
た。そして、ヘパリン代替技術として小
口径人工血管での抗血栓性コーティン
グ材料を開発した日本油脂（現・日油）
の研究成果を教えていただきました。
　問題解決の糸口になりそうな技術だ
と、山崎先生には関係資料を入手し送っ
ておいたところ、ぜひこの技術の内容を
聞きたいということで面会をアレンジし、
これが私たちとMPCポリマー技術との
出合いとなりました。

　日本油脂では金属表面へのMPCポリ
マーコーティングは未検証ということで、
技術協力を得てコーティング方法の検討
や抗血栓性効果の持続性などの検証実
験がスタートしました。当初、塗布後の
コーティング層はポンプを長期間駆動し
ていると虹色の干渉縞が消失してくるこ
とが確認されていました。最低限の要
求事項として、抗血栓性効果の持続を
期待する術後急性期30日間、ポンプの
流れで物理的に剥げないことを目指し、
これをクリアしました。その後、米国ピッ
ツバーグ大学で動物実験を行い、抗凝
固なしで30日超連続運転したケースで
も、血液ポンプ内の表面には血栓は全
く認められなかったため、MPCポリマー
を採用するに至ったわけです。
　人工心臓の開発では、ポンプを通過
する流体が血液であるが故に、難しい
要素が多く存在します。しかし日本には、
その課題をクリアしていく技術力はまだ
まだあり、それが埋もれたままになって
いると思います。ニーズとシーズをマッチ
ングさせるためには思い込みは禁物で、
まずは応用できると考え自分で確かめる
ことが重要だと知りました。また、人の
縁やタイミングの重要性を知りました。
　これからも、日本の優れた技術の恩
恵を世界の多くの人々にお届けできるよ
う、さらに日本が医療機器産業の発信
拠点になるように、臨産学連携して大き
な夢を抱き邁進していきたいと思います。

日本発の技術を世界の人 に々届ける夢

MPCポリマーコーティングは、基材に結合することで血管内皮に
類似した構造を形成し、タンパク質の癒着を抑制することで抗血栓
性を発揮する

血液に触れるチタン製の特殊形状のポンプ
翼表面などにMPCポリマーを塗布している

MPCポリマー
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血管内皮細胞表面
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